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史
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近
世
一
問
史
上
、
史
學
ご
國
學
ご
は
、
．
古
書
の
學
ご
し

て
共
遜
の
淵
源
を
有
し
、
そ
の
登
達
の
過
程
に
於
い
て
も

縮
交
渉
し
，
頗
る
密
接
な
關
係
を
保
っ
て
る
る
。
夫
に
も

拘
ら
す
、
そ
の
聞
、
爾
者
夫
々
成
立
の
由
來
ご
本
質
的
意

義
ご
を
別
に
し
、
夫
々
の
特
性
に
於
い
て
、
他
に
寄
輿
し

た
。
叢
に
論
ず
る
の
は
、
離
郷
史
か
ら
見
た
國
學
の
貢
献

で
あ
る
。

　
近
世
停
於
い
て
、
史
學
の
或
程
度
の
嚢
達
は
、
國
學
の

完
成
に
先
立
つ
た
。
而
し
て
そ
の
史
學
の
主
な
業
績
こ
し

て
は
、
本
朝
蓮
鑑
、
大
日
本
史
、
及
び
新
井
自
石
の
藩
書

が
あ
る
。
林
家
の
本
朝
通
鑑
は
、
羅
山
に
初
ま
り
、
寛
文

十
年
蒜
齋
が
之
を
完
成
し
た
。
水
戸
家
の
大
田
本
史
は
、

村
　
　
岡

典
　
嗣

其
後
二
十
九
年
忌
元
蔽
十
二
年
を
初
め
に
、
寳
永
六
年
、

正
徳
五
年
ざ
数
次
の
階
段
を
経
て
、
享
保
五
年
に
初
撰
本

こ
し
て
成
就
し
た
。
絡
に
白
石
の
著
書
は
、
大
日
本
史
の

成
立
を
、
時
代
的
に
は
ほ
や
追
う
て
成
さ
れ
た
。
本
朝
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鑑
ご
大
日
本
史
ご
は
二
大
癒
史
で
あ
る
。
後
者
の
大
義
名

分
論
に
基
く
三
特
筆
は
別
こ
し
て
、
爾
者
は
史
書
こ
し
て

の
大
騰
の
性
質
に
於
い
て
は
、
努
め
て
吏
料
を
簗
遍
し
て

史
實
を
撰
揮
し
、
そ
を
文
華
修
飾
の
な
い
李
叙
膿
の
漢
文

を
用
み
て
編
年
騰
に
記
述
し
、
専
ら
「
直
書
事
変
勘
懲
良

見
」
こ
い
ふ
支
那
の
・
史
書
に
範
つ
た
黙
で
、
相
同
じ
い
。

尤
も
差
異
に
つ
い
て
見
れ
ば
．
一
は
鑑
戒
の
爲
に
血
書
を

忌
ま
す
、
否
鱗
ろ
敢
て
－
，
た
の
を
、
他
は
同
じ
目
的
か
ら

往
々
之
を
謹
ん
だ
こ
ご
Q
　
一
は
蓮
鑑
を
學
ん
で
紀
の
み
で



一
は
史
記
を
學
ん
で
面
骨
で
あ
る
こ
ご
。
一
は
後
万
成
ま

で
を
含
み
。
一
は
特
に
近
代
を
避
け
て
後
小
松
に
筆
を
欄

い
た
こ
ご
等
が
あ
る
。
而
し
て
、
吏
學
言
上
爾
著
の
有
す

る
意
義
は
，
そ
の
少
異
に
於
い
て
疑
な
く
、
大
同
亡
於
い

て
や
あ
っ
た
Q
白
石
の
著
書
は
、
假
に
、
古
史
通
、
戴
交

中
の
史
論
淑
護
史
徐
論
、
藩
翰
譜
、
及
び
折
た
く
柴
の
記

ご
順
序
づ
け
る
ご
、
や
が
て
憩
代
以
來
の
全
吏
を
含
む
。

古
吏
通
は
紳
代
紀
を
全
然
史
書
こ
し
て
取
扱
ひ
、
建
干
吏

を
閾
明
せ
む
ご
し
た
も
の
。
吏
論
は
上
代
海
上
の
諸
問
題

を
捕
へ
て
評
論
せ
る
も
の
。
護
解
除
論
は
夙
に
愚
管
抄
や

憩
皇
正
統
記
が
、
夫
々
刷
種
の
立
場
か
ら
或
程
度
ま
で
試

み
た
壁
書
の
時
代
別
槻
を
ば
狡
震
さ
せ
て
、
叢
誌
推
移
の

段
階
を
明
ら
か
に
し
だ
も
の
。
藩
翰
譜
は
、
藩
別
的
に
記

し
た
徳
川
幕
府
創
業
史
。
折
た
く
柴
の
記
は
、
虜
叙
傳
禮

の
現
代
史
で
、
政
治
上
、
財
政
上
、
外
交
上
諸
般
に
労
る

彼
の
識
見
や
経
倫
を
含
む
。
而
し
て
彼
の
著
書
は
、
第
二

の
史
論
を
除
い
て
は
、
凡
て
純
正
な
和
漢
混
交
文
意
で
あ

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
近
世
典
學
吏
上
に
於
け
ろ
國
學
の
貢
翻

り
、
固
よ
り
精
確
な
日
附
は
あ
る
が
、
し
か
も
軍
な
る
編

年
的
記
載
で
な
く
、
年
代
記
的
性
質
を
全
く
脱
却
し
て
歴

吏
的
叙
述
に
入
っ
て
、
文
學
立
言
果
を
俘
ひ
、
そ
の
史
論

亦
軍
な
る
部
分
的
評
論
の
み
で
な
く
て
、
全
汎
的
概
槻
の

域
に
達
し
た
。
是
等
凡
て
、
前
二
大
蓮
史
に
話
し
て
特
色

を
登
止
し
、
史
學
史
上
一
層
の
磁
路
を
示
す
。
殊
に
彼
の

研
究
の
態
度
が
、
　
一
輪
批
剣
的
學
問
的
で
あ
っ
た
こ
ご
は

大
町
本
意
が
上
代
更
に
於
い
て
、
主
ビ
し
て
日
本
紀
績
紀

等
を
耐
毒
し
て
、
そ
の
外
に
出
で
な
か
っ
た
の
を
非
難
し

て
、
か
く
て
は
「
本
朝
の
始
末
大
夢
中
に
夢
を
説
き
候
や

う
の
事
に
候
」
ご
い
ひ
、
韓
史
は
支
那
更
こ
の
比
較
研
究

の
必
要
を
力
説
し
た
こ
ご
に
も
徴
せ
ら
れ
る
。
併
も
史
観

邸
ち
歴
史
の
本
質
に
つ
い
て
意
識
し
た
所
に
至
っ
て
は
、

所
謂
「
吏
は
實
に
諜
て
事
を
記
し
世
の
鑑
戒
を
爲
す
も
の

也
」
で
、
爾
全
く
前
二
大
勉
史
の
そ
れ
ド
同
様
で
あ
る
。

彼
の
こ
の
常
磁
ご
、
兼
て
研
究
方
法
の
學
的
態
度
ご
を
、

最
も
よ
く
代
表
す
る
者
は
、
古
史
通
の
紳
代
史
研
究
で
あ
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一
號
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第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
近
世
艶
學
吏
上
に
於
け
ろ
國
學
の
嚢
蹴

る
。
彼
は
先
、
在
來
紳
滋
家
が
三
男
記
、
古
事
記
、
日
本

紀
の
翌
翌
雀
を
経
典
親
し
て
、
…
斯
々
に
儒
佛
の
理
を
附
言

し
て
、
神
秘
的
聖
書
を
試
み
た
の
を
斥
け
、
選
書
は
経
で

な
く
吏
で
入
事
を
以
て
解
す
べ
し
ビ
辛
し
、
そ
の
方
法
こ

し
て
、
古
書
を
解
繹
す
る
に
は
宇
に
拘
ま
す
、
言
に
よ
る

べ
き
事
。
三
遠
夫
々
撰
者
の
主
槻
的
傾
向
が
あ
る
か
ら
、

一
に
よ
ら
な
い
で
比
較
通
覧
し
、
な
ほ
國
吏
實
録
を
も
徴

ご
し
て
理
乱
に
辞
せ
る
も
の
を
求
む
べ
き
事
の
二
つ
を
爆

げ
、
之
を
適
用
し
つ
、
な
ほ
解
し
得
な
い
も
の
は
磐
喩
的

解
繹
を
試
み
、
夫
を
も
客
れ
得
な
い
奇
異
荒
寺
の
説
は
、

凡
て
之
を
除
去
し
た
。
例
へ
ば
紳
は
入
の
奪
樹
で
、
帥
代

紀
は
凡
て
建
國
の
英
雄
の
事
蹟
。
高
天
原
は
多
珂
海
上
の

地
で
、
常
陸
の
地
名
Q
二
紳
の
國
生
み
は
、
國
土
纏
讐
。

み
ご
の
ま
く
は
ひ
は
、
二
重
傘
み
る
軍
の
合
一
ε
い
ふ
類

ひ
で
あ
る
。
此
種
の
試
み
は
、
部
分
的
に
は
決
し
て
珍
し

い
所
で
な
く
、
励
典
解
虚
血
の
聞
に
見
た
ご
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
か
く
學
的
…
基
礎
に
立
っ
て
全
孤
立
徹
底
的
に
實
行
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し
た
の
は
彼
で
あ
る
Q
元
來
聖
代
史
は
、
文
獄
の
み
に
よ

っ
て
明
ら
め
転
べ
き
で
な
く
、
，
自
石
の
試
み
も
、
畢
寛
、

當
然
不
成
功
に
了
つ
た
の
で
あ
る
が
即
興
を
唯
一
の
資
料

こ
す
る
限
り
で
は
、
古
史
通
の
研
究
は
、
史
町
上
承
認
す

べ
き
業
績
で
あ
る
。
併
も
吾
人
の
爲
に
叢
に
問
題
ご
な
る

所
は
、
魚
苗
が
求
む
べ
し
ご
し
た
事
實
こ
い
ふ
事
で
あ
る
。

そ
は
彼
の
考
へ
た
所
に
よ
れ
ば
、
鳥
距
常
理
を
以
て
解
し

得
べ
き
人
事
の
謂
で
、
理
義
に
長
せ
し
ご
い
ふ
も
、
こ
の

標
準
に
基
い
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。
入
事
の
常
理
は
、
　
一

面
古
今
を
通
じ
て
不
養
で
あ
る
か
ら
、
之
を
標
準
ε
し
て

吏
料
を
取
捨
し
て
、
實
を
記
す
の
を
歴
史
の
目
的
ご
爲
す

の
は
、
纏
り
誤
う
で
な
い
。
併
し
、
決
し
て
そ
れ
丈
で
充

分
で
は
な
い
。
抑
も
歴
史
の
求
む
る
實
ご
は
、
輩
な
る
事

實
に
止
り
得
な
い
で
、
そ
は
更
に
其
な
る
實
郎
ち
意
味
に

ま
で
無
く
。
實
に
題
し
て
の
意
昧
、
意
味
に
如
し
て
の
實

之
が
歴
史
の
求
む
る
所
で
あ
る
。
歴
史
が
重
な
る
年
代
紀

に
止
り
得
な
い
の
は
こ
の
故
で
、
こ
は
二
大
通
吏
の
編
者



も
、
殊
に
自
署
の
當
点
式
程
度
ま
で
理
解
し
、
實
行
し
た

所
で
あ
っ
た
Q
併
も
、
史
實
に
師
し
て
の
意
味
を
登
揮
せ

ん
が
爲
に
は
、
所
謂
常
理
以
上
に
、
事
件
や
時
代
の
特
殊

性
を
理
解
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
G
歯
し
で
所
謂
常
理
に

拗
懲
主
義
ご
い
ふ
如
き
、
史
家
の
主
意
的
色
彩
が
存
在
し

た
場
合
に
ば
、
そ
れ
を
脱
却
し
除
去
す
る
の
必
要
さ
べ
あ

る
Q
近
世
史
學
が
、
蕪
に
一
書
の
下
士
を
爲
さ
ん
が
爲
に

は
、
上
記
の
儒
駿
主
義
の
「
直
書
事
實
爲
断
裁
」
的
史
槻
丈

で
は
、
未
だ
不
充
分
で
あ
っ
だ
。
國
學
は
別
種
の
呼
野
を

開
拓
し
た
。

　
國
學
は
本
居
宣
長
の
學
問
に
よ
っ
て
完
全
に
代
表
さ
れ

る
。
本
居
學
は
、
元
緑
以
來
、
仁
齋
、
租
急
ご
う
け
、
廃

学
沖
、
春
満
、
眞
淵
ε
登
書
し
た
儒
學
和
學
雨
方
面
に
於

け
る
古
學
の
蓮
動
を
、
和
島
の
側
か
ら
大
成
し
だ
も
の
で

あ
り
、
増
感
的
に
は
、
眞
淵
、
宣
長
二
代
は
拝
石
を
承
け

恰
か
も
學
問
史
上
構
想
に
相
綾
く
。
宣
長
の
急
斜
は
、
膚

　
　
　
第
十
三
怒
　
　
、
研
究
　
　
蓮
櫻
奥
學
史
上
に
於
け
る
廟
學
の
貢
獣

ら
帯
し
て
古
聖
こ
い
ひ
、
「
凡
て
後
泌
の
説
に
拘
ら
す
、
何

事
も
古
書
に
よ
り
て
、
そ
の
本
を
考
へ
、
上
代
の
事
を
審

か
に
す
る
學
問
」
ご
定
義
し
た
所
に
考
へ
、
又
、
古
典
の

註
騨
を
主
ご
し
た
五
十
徐
顧
百
入
書
窓
の
線
書
に
徴
し
て

所
謂
と
顛
ぎ
§
窪
号
。
。
国
誉
讐
】
馨
Φ
モ
、
即
ち
古
代
人
の
意

識
の
再
造
を
標
榜
し
π
獅
逸
の
諺
夷
・
ヒ
d
。
Φ
。
窪
〔
一
七
三
五

（
天
明
五
）
生
一
一
入
六
七
（
慶
慮
三
）
波
〕
の
団
崔
。
δ
σ
Q
δ
帥

ち
交
獄
學
と
し
て
最
も
完
全
に
之
を
理
解
し
得
る
。
更
に

重
要
な
の
は
眞
理
の
追
求
者
ビ
し
て
の
學
問
的
学
僧
で
あ

る
。
彼
が
、
學
問
の
爲
に
は
眞
理
は
師
よ
り
重
ん
ず
，
べ
し

芒
し
み
曲
學
阿
世
を
斥
け
、
學
説
に
蓬
歩
あ
る
べ
く
、
し

か
も
又
新
説
を
卸
す
に
は
飽
迄
愼
重
な
る
べ
き
を
言
へ
る

い
つ
れ
も
夫
で
、
そ
は
、
元
藤
以
來
の
古
學
の
慮
歯
討
究

の
精
帥
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
み
る
が
、
殊
に
そ
の
嚢
現

ε
し
て
、
’
古
書
に
直
面
し
て
、
後
世
の
附
會
的
解
糖
や
合

理
化
を
一
切
斥
け
て
、
そ
の
藩
法
を
あ
り
の
ま
〉
に
關
明

す
る
ご
い
ふ
客
槻
的
態
度
の
徹
底
朗
に
存
在
し
た
事
が
注

　
　
　
　
　
　
　
第
』
瀧
　
　
　
三
三
　
（
　
晶
二
三
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
囁
　
近
世
史
學
吏
上
に
於
け
る
閣
學
の
貢
麟

意
さ
れ
る
。
彼
の
あ
く
ま
で
試
み
た
漢
意
や
佛
意
の
排
斥

は
、
こ
の
結
果
で
、
そ
は
決
し
て
往
々
考
へ
ら
る
、
動
く

輩
な
る
愛
國
的
自
奪
心
の
偶
然
的
産
物
で
な
い
。
而
し
て

叢
に
彼
の
學
問
成
立
上
の
理
論
的
及
び
歴
更
的
原
因
ご
し

て
契
沖
の
影
響
の
意
義
が
特
に
注
意
さ
れ
る
。
さ
て
宣
長

は
、
古
學
の
概
説
を
試
み
た
初
山
踏
で
は
古
葉
の
機
能
ご

し
て
滋
古
書
の
校
合
、
眞
儒
の
割
定
、
及
び
註
騨
を
畢
げ

學
問
の
筋
と
し
て
は
、
遣
の
學
び
、
律
令
、
有
職
馬
六
國

・
更
以
下
諸
書
及
び
歌
（
作
歌
ざ
歌
學
）
夫
々
の
學
の
五
類
を

霜
げ
た
。
叉
著
書
の
成
績
か
ら
概
親
す
る
ビ
、
訓
話
註
繹
を

形
式
的
方
面
ご
し
て
、
そ
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
π
學
説
こ

し
て
中
古
野
馬
學
又
は
文
學
説
、
上
古
文
獄
學
又
は
古
蓮

説
及
び
爾
者
に
わ
π
る
上
平
説
の
三
つ
が
あ
る
。
而
し
て

彼
が
學
問
を
遍
じ
て
求
め
π
所
謂
古
へ
の
事
と
は
、
抑
も

何
ぞ
Q
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
は
結
局
、
古
へ
の
言
ご
わ
ざ
ご

心
ご
に
分
れ
る
が
、
而
も
三
者
は
概
ね
一
致
す
る
。
後
世

で
、
古
人
の
思
へ
る
心
、
爲
せ
る
わ
ざ
を
知
っ
て
、
其
世

　
　
　
　
　
　
　
箪
嚇
號
　
　
　
三
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三
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の
有
撲
を
正
し
く
知
る
所
以
は
、
古
言
古
歌
を
知
る
事
に

よ
っ
て
質
し
う
る
。
こ
は
眞
淵
が
「
い
で
や
千
五
百
代
に

も
墾
ら
ぬ
天
地
に
は
ら
ま
れ
生
る
入
、
古
へ
の
事
こ
て
も

心
言
葉
の
外
や
は
あ
る
。
し
か
古
へ
を
己
が
心
言
葉
に
な

ら
は
し
得
た
ら
む
時
、
身
こ
そ
後
の
世
に
み
れ
、
心
言
葉

は
上
つ
代
に
復
ら
ざ
ら
め
や
」
の
考
を
承
け
た
も
の
で
、

所
詮
古
へ
の
事
ε
は
古
へ
の
理
念
を
意
書
し
、
理
念
の
登

現
ビ
し
て
、
言
も
歌
も
又
わ
ざ
も
所
謂
一
致
す
る
。
こ
れ

が
帥
ち
、
そ
の
學
問
の
醤
象
こ
し
π
古
意
で
、
そ
は
上
記

の
難
訓
に
い
ふ
實
ご
は
異
る
。
彼
の
學
問
は
、
凡
て
こ
の

古
意
の
芝
繋
を
目
的
と
す
る
。
中
古
學
で
は
、
榮
賀
物
語

よ
り
は
源
氏
物
語
に
重
き
を
お
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
謂

物
の
あ
は
れ
を
明
ら
か
に
し
、
野
獣
の
興
意
を
登
聾
す
る

ご
共
に
、
李
安
堂
奥
化
の
ω
2
戯
ヨ
。
葺
熱
・
。
ヨ
を
明
ら
め
だ
。

上
古
學
で
は
、
史
書
こ
し
て
遙
か
に
整
っ
た
日
本
紀
よ
り

は
、
言
傳
へ
を
鞭
つ
π
傳
苦
難
書
物
濁
る
古
事
記
を
重
ん

じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
代
人
の
意
識
内
容
を
、
進
ん
で



古
代
精
華
の
乞
漸
く
冨
ヨ
を
朋
ら
め
π
o
而
し
て
鰻
重
の
手

段
こ
し
て
古
語
の
學
が
存
し
た
。
本
居
學
が
交
獣
學
た
る

本
質
的
意
義
に
於
い
て
い
か
に
在
外
の
史
學
ε
異
る
か
は

古
事
記
傳
に
於
け
る
立
代
紀
事
の
諸
々
の
解
輝
を
、
白
石

の
そ
れ
ε
比
較
す
る
事
で
明
ら
か
で
あ
る
Q
彼
は
、
白
石

の
著
書
の
二
三
を
閲
讃
し
た
徴
謹
が
あ
る
が
、
古
史
通
は

そ
の
う
ち
に
な
い
。
宣
長
の
自
石
に
膚
ら
鳳
致
す
る
所
は

在
來
の
脚
道
家
の
経
典
的
見
解
ご
魚
影
へ
の
附
言
ご
を
斥

け
た
事
ご
、
古
言
の
解
説
に
於
け
る
語
弊
的
態
度
ご
で
あ

る
Q
併
も
異
っ
た
所
は
、
先
古
事
記
に
中
心
便
値
を
お
い

て
、
自
石
の
如
き
三
書
の
蓮
覧
を
事
と
せ
す
、
殊
に
奮
事

紀
を
儒
書
ご
し
て
斥
け
た
事
を
始
め
、
古
傳
説
の
解
繹
上

白
石
の
如
き
国
旨
。
露
Φ
法
寒
雨
は
、
私
意
の
漢
意
こ
し
て

之
を
斥
け
た
事
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
、
牌
8
は
あ
く
ま

で
も
古
代
信
仰
の
劉
象
た
る
威
力
者
、
天
照
大
黒
は
太
陽

で
同
時
に
皇
霜
た
る
纏
絡
、
高
天
原
は
地
上
の
帝
都
で
な

く
て
天
慶
聯
の
國
生
み
は
文
字
通
り
ご
い
ふ
如
く
、
凡
て

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
近
世
史
穣
吏
上
に
於
け
ろ
霞
學
の
貢
蹴

交
面
の
あ
り
の
ま
、
に
解
し
て
、
そ
の
含
む
紳
話
的
奇
怪

も
．
矛
盾
も
、
不
合
理
も
之
を
認
め
て
、
　
｝
切
の
磐
喩
的

解
繹
や
合
理
化
を
斥
け
た
。
是
に
於
い
て
か
、
宣
長
の
求
め

た
古
の
事
は
自
石
の
實
で
は
な
く
宣
長
の
横
雲
學
は
決
し

て
一
般
的
意
味
の
吏
學
で
な
い
。
歴
史
ε
し
て
窄
む
か
、
歴

更
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
こ
臼
。
。
汗
・
・
三
富
σ
q
o
。
。
o
プ
…
o
窯
。
鴇

帥
ち
上
代
人
の
考
へ
だ
歴
史
で
あ
る
。
　
と
島
。
。
陣
岩
p
審

σ
q
。
ω
受
。
窪
。
と
の
う
ち
に
も
．
固
よ
り
幾
分
の
奥
實
は
存

す
べ
く
、
其
限
り
で
は
歴
史
で
あ
る
。
随
っ
て
宣
長
の

馬
韓
の
分
類
中
に
も
、
自
ら
六
盛
事
以
下
諸
書
の
學
が
あ

り
、
「
爲
せ
り
し
事
は
史
に
傳
は
れ
る
」
ビ
考
へ
ら
れ
、

古
事
記
傳
其
他
の
著
書
の
う
ち
に
も
、
少
な
か
ら
澱
歴
更

的
研
究
が
含
ま
れ
て
み
る
が
、
そ
の
關
係
は
、
・
中
3
5
を
異

に
し
た
二
一
の
圓
局
の
交
錯
に
比
ぷ
べ
き
も
の
ご
し
て
存

す
る
。
而
し
て
本
居
學
、
帥
ち
國
學
の
史
學
の
爲
に
貢
獄

す
べ
き
眞
の
意
義
に
至
っ
て
は
、
寧
ろ
こ
の
本
質
に
存
し

た
。
濠
づ
、
國
學
が
古
書
の
剣
定
騨
義
に
多
く
開
拓
す
る
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一
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第
十
三
巻
　
硯
究
　
近
没
吏
學
史
上
に
於
け
る
麟
學
の
貢
墓

所
あ
り
、
そ
の
右
書
叉
史
學
の
爲
の
資
料
た
る
所
か
ら
、

こ
、
に
國
學
の
業
績
が
庚
學
に
寄
輿
す
る
こ
ご
大
で
あ
っ

た
の
は
、
寧
ろ
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
蓬
か
に
重
要
な
も

の
ビ
し
て
、
一
丸
内
面
的
方
面
が
考
へ
ら
れ
る
け
だ
し
古

意
の
再
造
こ
い
ふ
事
は
、
湿
雪
を
荷
ふ
精
帥
を
狸
解
す
る

事
で
あ
レ
、
事
實
を
精
紳
に
於
い
て
理
解
す
る
事
で
あ
る
。

是
に
至
っ
て
、
輩
・
な
る
扇
蟹
は
始
め
て
急
告
こ
な
り
、
時

代
は
時
代
書
意
に
よ
っ
て
解
さ
れ
、
而
も
こ
、
に
そ
の
客

魏
的
態
度
を
以
て
し
て
、
よ
く
、
益
男
涙
史
家
が
往
々
陥

る
遁
徳
的
見
識
．
や
背
理
主
義
に
わ
づ
ら
は
さ
れ
て
の
主
槻

的
強
解
、
又
は
曲
解
を
脱
し
て
、
そ
の
眞
縮
を
登
思
し
得
、

る
。
か
く
て
，
．
歴
史
は
事
實
的
か
ら
内
面
的
と
な
っ
て
叫

履
完
成
さ
れ
る
ご
共
に
、
政
治
史
か
ら
丈
量
更
、
思
想
史

の
境
地
を
開
拓
し
來
る
べ
き
ε
あ
る
。
し
か
も
大
饗
に
於

「い

ﾄ
、
斯
の
如
き
史
學
へ
の
雪
曇
は
、
本
居
學
そ
の
も
の

に
於
い
て
は
、
未
だ
可
能
性
こ
し
て
潜
在
し
て
、
明
ら
か

に
實
現
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
6
こ
は
や
が
て
、
彼
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の
學
紛
が
、
交
獄
學
の
領
域
に
止
っ
た
が
故
で
あ
る
が
、

精
し
く
は
三
つ
の
理
由
が
纂
げ
得
る
。
第
一
、
は
、
文
獄
學

こ
し
て
宣
長
學
の
主
題
ご
し
た
所
が
、
古
代
や
中
門
こ
い

ふ
完
成
さ
れ
た
一
時
代
で
あ
）
、
そ
の
各
時
代
に
つ
い
て

も
，
理
念
に
於
け
る
綜
合
観
に
傾
い
て
、
事
象
に
於
け
る

勢
化
や
登
達
を
跡
づ
け
る
に
充
舜
で
な
か
つ
π
。
而
し
て

そ
の
古
代
ご
中
古
こ
の
開
係
に
於
い
て
も
、
何
等
登
展
的

見
方
が
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
文

獄
誰
そ
の
も
の
こ
し
て
も
、
所
謂
漢
意
、
機
器
の
排
除
に

專
ら
な
鍮
り
、
上
古
文
化
中
古
文
化
に
於
け
る
儒
藪
佛
藪

の
影
響
戚
化
の
存
在
や
推
移
の
事
理
を
、
充
分
に
理
解
し

、
な
か
っ
た
事
、
で
あ
る
。
更
に
第
三
に
、
彼
の
研
究
し
た
古
典

が
西
上
古
中
古
の
も
の
に
限
ら
れ
て
中
世
後
の
史
書
に
は

殆
ん
ざ
及
ば
な
か
っ
た
事
添
、
あ
る
。
宣
長
學
か
ら
拙
て
、
囁

國
學
の
皮
帯
へ
の
貢
獄
を
或
渥
度
ま
で
實
現
し
た
の
が
俘

信
友
の
起
結
で
あ
る
。



．
信
友
は
、
雫
田
篤
胤
ε
共
に
、
宣
長
墨
守
の
門
人
で
、

共
に
最
大
の
學
徒
で
あ
る
Q
篤
胤
が
道
の
學
び
、
師
ち
棘

骨
牌
を
主
こ
し
て
、
宣
長
學
の
主
流
を
承
け
た
に
拘
ら
す

所
謂
道
の
學
び
て
ふ
性
質
上
、
宣
長
學
を
紳
學
的
、
思
想

的
に
登
展
さ
せ
て
儒
佛
又
天
主
駿
を
さ
へ
取
入
れ
、
爲
に

幽
面
、
膚
ら
宣
長
の
學
的
方
面
の
簿
外
に
出
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
に
勤
し
て
信
友
は
、
溢
の
學
び
を
全
く
宣
長
に

委
ね
、
そ
の
他
の
方
面
で
、
宣
長
の
文
…
獄
學
を
純
粋
に
繊

聡
し
登
展
さ
せ
た
。
か
く
て
宣
長
學
に
比
し
て
、
一
暦
多

ぐ
更
學
に
貢
鰍
し
得
た
事
は
、
種
々
の
瀦
か
ら
考
へ
ら
れ

る
ヤ
第
一
普
逸
士
せ
ら
る
、
考
讃
學
醜
性
質
に
於
い
て
や

あ
右
。
信
組
は
、
宣
長
の
魔
風
の
綜
合
的
な
の
に
比
し
て

個
々
の
事
象
に
於
け
る
考
謹
を
主
こ
し
て
、
寧
ろ
分
析
的

で
あ
っ
た
。
向
じ
細
道
の
方
面
で
も
、
祭
儀
や
棘
説
の
方

面
を
専
ら
研
、
解
し
た
事
は
、
そ
の
叫
例
で
あ
る
。
第
二
に

は
」
宣
長
が
未
だ
大
本
着
手
し
な
か
っ
た
六
國
史
以
後
の

更
書
や
文
書
の
研
究
に
ガ
を
注
い
で
、
精
細
な
稜
合
や
考

　
　
　
第
十
・
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
近
世
史
學
史
上
に
於
け
ろ
｛
國
學
の
貢
獄

謹
を
試
み
た
事
で
あ
る
。
是
等
が
、
史
學
上
に
多
大
の
寄

輿
を
覚
し
た
こ
ご
は
、
寧
ろ
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
更
に

進
ん
で
、
第
三
に
、
上
述
の
内
面
的
方
面
の
貢
獄
に
至
っ

て
は
、
吾
人
は
之
を
、
中
外
経
緯
傳
中
の
聖
帝
考
、
及
び

長
等
山
風
に
於
い
て
、
見
る
こ
ご
が
出
身
る
。

　
中
外
領
脚
緯
濡
得
は
、
虚
既
成
は
天
保
九
年
（
六
十
六
歳
）
で
φ
の

り
、
朝
鮮
、
支
那
疏
球
等
ご
機
工
ご
の
交
渉
史
で
あ
る
が

第
二
種
に
交
化
三
年
（
三
十
四
歳
）
十
二
月
の
奥
書
あ
る
聖

帝
考
が
あ
る
。
思
ふ
に
、
こ
の
部
分
は
、
本
書
の
萌
芽
で

又
或
は
述
作
の
動
機
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
本
考
に
於
い

て
、
彼
は
慮
紳
帝
が
、
末
子
維
郎
子
を
皇
嗣
に
選
れ
た
事

稚
郎
子
ご
大
弓
命
ビ
の
漢
學
々
響
、
帝
室
農
大
山
守
命
の

叛
、
大
雀
、
稚
郎
子
爾
皇
子
の
皇
位
の
譲
含
、
仁
徳
帝
の

師
位
ε
仁
政
等
に
つ
い
て
の
、
紀
記
の
記
事
を
比
較
し
て

日
本
紀
の
古
事
記
に
比
し
て
、
漢
交
霊
の
潤
飾
の
多
い
事

實
を
注
意
し
、
こ
㌧
か
ら
出
立
し
て
、
次
の
如
き
説
を
爲

し
た
。
曰
く
、
歯
舌
朝
鮮
ご
の
交
蓮
は
帥
代
に
淵
源
し
海
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第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
近
世
廻
學
史
上
に
於
け
る
顯
學
の
貢
獣

漢
字
漢
丈
の
傳
來
も
、
三
韓
事
件
以
前
已
に
あ
り
、
三
韓

の
蹄
化
入
や
そ
れ
に
學
ん
だ
本
邦
人
の
間
に
、
古
來
の
傳

説
が
記
載
さ
れ
て
、
家
々
に
傳
つ
た
。
三
韓
事
件
が
あ
り

話
調
が
公
け
に
傳
っ
て
後
は
、
此
事
が
一
斗
…
行
は
れ
、
随

っ
て
課
徴
説
や
更
實
の
記
載
に
比
較
的
古
代
の
ま
、
ご
、

比
較
的
漢
文
的
潤
飾
の
多
い
も
の
さ
の
二
種
を
生
じ
た
。

前
者
を
代
表
す
る
の
が
古
事
記
で
、
後
者
を
代
表
す
る
の

が
日
本
紀
で
あ
る
。
而
し
て
問
題
ε
せ
る
箇
所
の
記
載
に

於
け
る
記
紀
の
差
も
叢
に
由
毒
す
る
。
し
か
も
漢
字
漢
學

の
傳
來
の
影
響
は
、
實
に
常
然
、
時
代
精
紳
の
上
に
も
存

し
た
。
二
皇
子
の
皇
位
の
譲
合
も
、
仁
徳
帝
の
仁
政
も
、

愚
者
が
漢
學
の
最
初
の
総
勢
ご
し
て
の
支
那
の
聖
賢
か
ぶ

れ
の
属
望
が
〉
惜
気
こ
し
て
多
少
ご
も
存
在
し
た
結
果
で

あ
り
、
紀
記
は
そ
の
事
務
に
基
い
て
記
し
、
た
い
日
本
紀

は
、
右
事
記
よ
り
も
遙
か
に
多
く
の
潤
飾
を
加
へ
た
の
で

所
謂
仁
政
の
如
き
、
そ
の
ま
、
に
は
當
時
の
事
情
か
ら
考

へ
て
、
明
か
に
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
誇
張
を
含
む
。
而
し
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て
、
二
皇
子
始
め
關
係
入
物
が
上
代
の
自
然
入
こ
し
て
、

決
し
て
支
那
流
の
道
徳
的
人
物
こ
し
て
行
動
し
な
か
っ
元

事
は
、
上
記
の
潤
飾
に
誤
ら
れ
な
い
で
、
紀
記
の
記
事
を

比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
解
る
。
け
だ
し
、
癒
髪
際
が
皇
位

の
縫
承
に
つ
い
て
、
二
皇
子
の
意
見
を
徴
し
た
の
は
、
最

愛
の
末
子
を
立
て
た
い
下
心
が
あ
り
な
が
ら
、
ご
皇
子
に

心
を
お
い
た
爲
で
あ
り
、
後
に
大
山
守
皇
子
の
胤
の
あ
っ

た
の
は
、
事
の
自
然
の
結
果
、
二
皇
子
の
譲
合
も
眞
情
か

ら
で
は
な
く
、
稚
郎
子
ご
し
て
大
酒
命
の
心
中
を
察
し
て

我
身
の
不
安
を
恩
う
た
爲
で
あ
り
、
大
懸
命
こ
し
て
も
、

始
あ
か
ら
王
位
を
望
む
下
心
の
あ
っ
た
事
は
、
建
内
宿
禰

こ
の
賂
容
の
歌
か
ら
も
推
量
ら
れ
る
。
稚
郎
子
の
宮
皿
も

こ
の
間
の
複
維
な
事
情
が
あ
っ
て
已
む
を
得
ぬ
結
果
で
あ

る
。
次
に
、
仁
徳
帝
君
位
後
の
仁
政
も
、
民
心
を
懐
柔
し

よ
う
ご
の
御
謀
か
ら
さ
れ
た
、
幾
分
の
暴
君
が
あ
っ
た
に

過
ぎ
す
、
帝
が
決
し
て
さ
る
聖
帝
ぶ
り
の
人
爲
で
な
か
っ

た
事
は
儒
寂
の
立
場
が
ら
は
非
難
…
す
べ
き
、
多
く
の
懸
愛



事
件
の
主
入
公
で
坐
し
た
事
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
ご
。

以
上
の
考
へ
は
紀
記
の
記
述
の
比
較
か
ら
し
て
、
我
上
代

文
化
に
於
け
る
支
那
の
影
響
の
早
く
か
ら
存
し
た
事
實
こ

そ
の
影
響
の
蕊
義
ご
を
明
ら
め
、
古
事
記
の
代
表
す
る
純

舌
代
意
識
ご
、
日
本
紀
の
代
表
す
る
儒
敏
的
意
識
ご
の
重

存
を
明
ら
か
に
し
て
、
上
代
宣
下
の
眞
相
を
登
了
し
、
さ

る
時
代
冷
風
の
理
解
の
も
ε
に
、
記
載
さ
れ
た
事
件
の
内

　
　
　
　
　
ゆ

面
的
意
義
ビ
陶
係
人
物
の
心
裡
ε
を
明
ら
め
π
も
の
で
あ

る
。
大
日
本
更
や
本
朝
通
鑑
の
、
ほ
や
日
本
紀
を
簡
約
し

た
外
面
的
記
述
ご
は
全
く
異
う
、
自
石
が
「
史
論
」
に
言
及

し
た
超
越
的
評
論
に
比
し
て
、
蓬
か
に
内
在
的
で
あ
）
、

又
、
古
事
記
に
よ
っ
て
理
解
し
た
宣
長
の
上
代
文
化
槻
が

儒
薮
の
影
響
の
事
實
を
全
然
無
視
す
る
に
謡
い
π
の
よ
り

も
、
は
る
か
に
史
實
に
郎
し
て
を
り
、
純
古
代
精
子
の
虚

数
化
の
過
程
を
認
め
た
黙
で
、
　
一
暦
歴
史
的
で
あ
る
ε
言

へ
る
。

　
第
二
に
長
等
山
風
は
、
才
六
観
論
で
、
そ
の
説
に
曰
く

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
近
世
国
難
奥
上
に
於
け
ろ
國
學
の
貢
撒

天
智
帝
は
其
初
め
、
然
る
べ
き
黒
影
で
皇
太
子
に
皇
弟
大

海
入
皇
子
を
立
て
た
が
、
晩
年
我
子
可
愛
さ
の
春
野
に
惹

か
れ
、
加
之
鎌
足
の
心
添
さ
へ
あ
っ
て
、
大
友
皇
子
に
代

へ
た
く
思
ふ
に
至
り
、
そ
を
下
心
に
も
っ
て
、
何
げ
な
く

大
海
入
皇
子
に
下
位
を
議
つ
た
Q
皇
子
は
帝
の
心
を
察
し

て
、
自
ら
融
…
し
て
吉
野
に
入
っ
た
。
な
ほ
裏
面
に
は
、
こ

の
二
人
の
間
に
は
、
夙
に
額
田
女
王
を
中
心
と
し
π
、
上

代
の
自
然
人
ら
し
い
懸
愛
上
の
欝
さ
へ
存
し
た
。
か
く
て

帝
被
し
、
大
友
天
皇
の
瑞
こ
な
る
や
、
自
然
、
大
海
人
皇

子
の
爲
に
身
邊
に
危
瞼
を
戚
ぜ
し
む
る
や
う
に
な
り
、
皇

子
は
已
む
に
已
ま
れ
な
い
で
大
友
皇
子
に
叛
き
、
終
に
大

望
ご
な
っ
た
が
、
皇
子
は
絶
え
ず
眞
心
を
捧
げ
て
天
照
大

帥
に
所
っ
て
、
そ
の
加
護
を
う
け
て
戦
に
勝
ち
、
天
下
を

李
定
し
だ
。
而
し
て
寒
点
後
、
天
武
帝
は
送
り
已
む
な
き

故
ε
は
い
へ
、
大
友
天
皇
の
爲
に
心
中
に
安
ん
せ
す
、
或

は
三
井
寺
を
建
立
せ
し
め
、
或
は
帥
を
祭
り
、
佛
に
供
養

し
た
云
々
と
。
而
し
て
、
書
紀
は
じ
め
古
書
の
史
實
を
考

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
九
へ
　
三
九
）



　
　
　
第
十
註
巷
・
　
研
、
究
　
　
近
世
史
畢
建
上
に
於
け
る
繍
摩
の
賃
嶽
需

誰
七
淀
万
華
萬
葉
集
や
紀
の
歌
譲
に
徴
し
た
り
し
て
、
其

の
事
情
を
明
ら
め
る
こ
ざ
頗
る
精
細
で
あ
る
。
元
來
壬
串

観
は
「
國
史
上
の
一
大
事
墾
田
し
て
、
古
來
論
議
さ
れ
う

正
統
記
は
特
に
之
を
論
じ
な
か
っ
た
が
、
天
里
長
の
縫
統

の
幕
徳
起
絶
え
て
、
光
仁
帝
が
天
智
帝
の
孫
せ
し
て
帥
位

し
舵
の
を
「
正
も
き
に
復
る
い
は
れ
な
る
こ
そ
」
ご
評
し
て

天
智
帝
や
大
友
皇
子
に
同
情
す
る
意
を
洩
し
た
○
正
統
記

に
，
負
ふ
所
多
い
糞
石
は
、
大
友
皇
子
の
郎
位
を
認
め
、
天

武
生
を
難
じ
、
，
天
皇
帝
の
綴
統
の
復
活
を
「
天
の
有
道
に

な
し
給
ふ
所
醗
ら
け
し
」
こ
し
た
。
大
友
天
皇
を
帝
紀
に

た
℃
た
大
日
本
史
が
所
見
は
、
安
積
畳
が
「
天
武
帝
背
大

友
帝
西
翠
而
、
虐
取
大
友
帝
之
天
下
」
の
一
句
に
、
之
を

徴
し
得
る
。
「
而
し
て
上
記
い
つ
れ
も
、
天
黄
帝
を
難
じ
、
：

天
警
部
を
中
興
の
英
主
ε
し
て
た
、
へ
た
の
に
樹
し
て
、

増
嵩
は
一
方
に
、
大
友
天
皇
の
上
位
を
認
め
る
事
に
は
大

日
本
軍
馬
賛
し
な
が
ら
、
他
方
に
天
武
帝
の
心
事
ご
興
情

ε
蔦
同
情
す
る
所
か
ら
、
上
記
天
命
論
の
見
解
に
謝
し
て

　
　
　
　
　
　
　
第
　
魏
　
　
　
四
〇
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も
、
例
の
儒
鍛
風
の
愚
論
、
世
上
の
事
實
に
違
ふ
ご
な
し

壬
申
餓
の
責
任
は
天
智
帝
が
愛
心
に
あ
b
ご
な
し
、
更
に

帝
は
徒
ち
に
支
那
模
倣
を
事
こ
し
、
朝
廷
衰
微
の
基
を
な

あ
た
の
で
隔
中
興
の
英
主
な
ざ
い
ふ
べ
き
で
な
い
こ
し
た

天
智
帝
論
は
暫
く
お
く
、
叉
壬
申
飢
の
史
實
の
考
謹
も
、

一
々
に
つ
い
て
は
論
議
の
籐
地
も
あ
ら
う
が
、
信
友
が
厨

論
が
、
頗
る
事
件
の
内
面
的
事
情
入
物
の
主
窺
的
心
裡
に

立
入
り
、
輩
に
正
史
の
表
面
的
記
事
を
槻
述
せ
す
、
又
室

疎
な
超
越
的
史
論
に
陥
…
つ
て
を
ら
主
事
は
承
認
す
べ
く
、

以
て
．
聖
帝
論
ご
同
例
に
論
じ
え
よ
う
。
な
ほ
、
壬
串
観

に
つ
一
い
て
は
、
明
治
初
年
天
死
し
た
早
旦
家
鈴
木
雅
之
の

未
刊
の
論
文
に
、
天
智
帝
が
初
め
大
友
を
お
い
て
大
海
入

を
皇
太
子
に
立
て
た
の
は
、
例
の
聖
帝
め
か
し
く
ふ
る
ま

っ
た
の
で
、
晩
年
人
情
の
禽
然
に
鑑
っ
て
之
を
墾
ぺ
、
爲

に
大
観
の
源
を
資
し
た
こ
あ
る
。
こ
は
信
友
が
言
ひ
さ
う

な
事
で
あ
る
。
併
し
、
當
時
の
皇
位
灘
承
の
事
例
は
必
ず

し
も
父
子
相
等
ぐ
を
原
則
こ
し
な
か
っ
た
の
で
、
天
智
帝
・



が
天
武
運
，
を
皇
太
子
に
立
て
た
の
は
」
寧
ろ
外
に
然
る
べ

ぎ
故
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
信
友
が
「
御
難
帝
の
逡
詔
に
、

や
」
、
ご
言
っ
て
黙
々
し
く
其
好
む
所
に
引
つ
け
て
説
か
な

か
う
た
の
は
、
寧
ろ
彼
の
史
家
ご
し
て
の
確
さ
を
示
す
。

　
近
世
史
學
吏
上
、
國
學
の
斯
の
如
き
事
書
が
、
其
後
の

吏
家
に
い
か
に
簿
心
霊
。
鼠
、
9
8
さ
れ
、
又
登
営
さ
せ
ら
れ
だ
「

か
は
別
種
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
思
ふ
に
」
そ
は
近
時

西
洋
史
書
の
影
響
の
も
と
に
、
漸
次
に
開
拓
さ
れ
む
ご
す

る
、
三
更
の
文
化
史
窺
や
思
想
逆
軍
の
爲
に
先
規
帯
し
て

の
意
義
を
許
さ
る
べ
き
も
め
で
あ
ら
う
。

黎

軒

ぐ
」嶋’

大

秦

　
　
　
　
卿

　
黎
軒
ぜ
い
ふ
憾
名
の
見
ゆ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
史

記
の
大
宛
、
傳
が
初
で
あ
る
。
郎
ち
そ
の
安
息
條
に

　
其
西
則
里
並
、
北
有
瓢
海
尉
・
黎
軒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

ご
い
っ
で
居
る
Q
・
こ
れ
は
張
籍
が
第
「
次
の
西
区
、
郎
ち

そ
が
大
月
氏
に
使
し
て
、
見
聞
し
た
ご
こ
ろ
を
武
帝
に
覆

毒
し
た
安
息
毒
中
の
末
段
で
あ
る
。
而
し
て
安
息
は
大
宛
．

　
　
　
第
†
三
懇
　
　
研
　
究
「
　
黎
’
軒
重
大
秦

藤
　
　
田

豊

入

傳
に
所
謂
「
籍
身
所
レ
至
者
、
大
宛
・
大
月
氏
漕
大
夏
．
康
居
一

而
繊
雲
聞
其
労
大
↑
國
五
山
孤
臣
八
隅
轟
天
子
一
躍
ロ
レ
之
」
ビ
、
あ
る
傳

聞
し
た
大
國
の
一
で
、
從
っ
て
安
息
條
記
す
る
こ
こ
ろ
の

も
の
は
皆
な
之
を
傳
聞
に
得
た
も
の
で
あ
る
。
、
又
た
大
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

傳
に
は
張
籍
第
ご
次
の
西
使
、
即
ち
そ
が
鳥
孫
に
零
し
た

以
後
の
雨
下
西
方
遣
使
の
惰
形
を
述
べ
、

　
初
置
昌
酒
泉
郡
“
面
通
｝
酋
北
國
↓
因
出
庫
レ
使
、
嚢
要
点
・
奄
薬
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
ア
號
　
　
　
　
四
一
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四
一
）


